
112113

公
演
評
冒
険
心
あ
ふ
れ
る
舞
台 

～
「
春
秋
座
花
形
舞
踊
公
演
」
の
挑
戦

公
演
評

畑 

律
江

冒
険
心
あ
ふ
れ
る
舞
台 

～
「
春
秋
座
花
形
舞
踊
公
演
」
の
挑
戦

優
美
。
繊
細
。
そ
ん
な
形
容
が
日
本
舞
踊
に
は
ふ
さ
わ
し
い
が
、
実
は
そ
の
核
に
は
、
豊
か
な
物
語
性
と
強
い
人
間
感
情
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
側
面
を
最
大
限
に
引
き
出
そ
う
と
し
た
試
み
が
、
藤
間
勘
十
郎
芸
術
監
督
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
春
秋
座 

花
形
舞
踊
公

演
」
で
は
な
い
か
。
衣
装
を
つ
け
な
い
素
踊
り
な
が
ら
、
歌
舞
伎
に
負
け
な
い
ド
ラ
マ
性
と
躍
動
感
で
、
日
本
舞
踊
公
演
の
新
た
な

可
能
性
を
示
し
た
。

　中
心
と
な
っ
た
演
目
は
新
作
舞
踊
劇
『
小
栗
判
官
車
街
道
』。
小
栗
判
官
は
語
り
物
で
あ
る
説
経
節
の
主
人
公
。
早
く
か
ら
浄
瑠

璃
や
歌
舞
伎
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
「
小
栗
判
官
物
」
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
を
生
ん
だ
。
戦
後
は
ほ
と
ん
ど
上
演
さ
れ
な
く
な
っ
て
い

た
が
、
１
９
７
４
年
、
武
智
鉄
二
が
監
修
・
演
出
し
て
、
二
代
目
中
村
扇
雀
（
四
代
目
坂
田
藤
十
郎
）
が
『
小
栗
判
官
車
街
道
』
を
復

活
上
演
。
さ
ら
に
１
９
８
３
年
に
は
、
三
代
目
市
川
猿
之
助
（
二
代
目
猿
翁
）
が
現
代
感
覚
を
取
り
入
れ
て
『
當
世
流
小
栗
判
官
』
を

初
演
し
、
人
気
作
に
成
長
さ
せ
た
。
今
回
の
舞
台
は
「
い
つ
か
こ
の
演
目
を
や
り
た
い
」
と
考
え
て
い
た
勘
十
郎
が
、
先
行
作
の
好

ま
し
い
部
分
を
選
び
取
り
、
新
た
な
工
夫
、
自
ら
の
作
曲
を
加
え
て
舞
踊
劇
と
し
て
再
構
成
し
た
と
い
う
。

　何
よ
り
小
栗
判
官
役
の
市
川
團
子
が
さ
わ
や
か
。
序
幕
で
の
登
場
が
印
象
的
だ
。
兄
の
横
山
郡
司
を
あ
や
め
て
常
陸
国
の
乗
っ

取
り
を
企
む
横
山
大
膳
（
勘
十
郎
）
と
息
子
の
次
郎
（
市
川
喜
猿
）、
三
郎
（
市
川
段
一
郎
）
が
住
む
館
に
、
郡
司
の
娘
で
小
栗
判
官
の 

許い
い
な
ず
け嫁
で
あ
る
照
手
姫
（
藤
間
勘
松
音
）
が
幽
閉
さ
れ
て
い
る
。
小
栗
判
官
は
こ
の
館
に
、
な
ん
と
京
の
遊
君
の
姿
で
乗
り
込
ん
で
く

る
の
だ
。
團
子
は
女
方
の
仕
草
、発
声
を
生
か
し
、優
雅
に
舞
い
始
め
る
と
、一
瞬
で
さ
っ
そ
う
と
し
た
若
者
の
姿
に
変
わ
る
。
ふ
と
、

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
女
装
し
て
熊
襲
を
討
っ
た
と
い
う
伝
承
を
思
い
出
し
た
。
こ
の
登
場
は
74
年
版
『
小
栗
判
官
車
街
道
』
で
の
演
じ

方
ら
し
い
が
、
勇
ま
し
さ
に
貴
公
子
の
繊
細
さ
と
憂
い
が
加
わ
る
演
出
で
、
若
い
團
子
の
魅
力
を
う
ま
く
引
き
出
し
た
。

  

序
幕
は
、
大
膳
が
放
っ
た
暴
れ
馬
の
鬼お

に

鹿か

げ毛
を
、
判
官
が
乗
り
こ
な
す
の
が
見
ど
こ
ろ
。
続
く
二
幕
は
近
江
国
堅
田
浦
が
舞
台
。

判
官
と
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
照
手
姫
を
、
漁
師
浪
七
、
実
は
横
山
家
に
仕
え
て
い
た
忠
臣
・
水
戸
小
次
郎
（
勘
十
郎
）
が
救
う
。
浪
七

の
女
房
お
藤
（
花
柳
双
子
）
の
兄
・
胴
八
（
若
柳
吉
蔵
）
が
漂
わ
せ
る
小
悪
党
の
雰
囲
気
が
面
白
い
。
胴
八
は
、
姫
を
売
ろ
う
と
舟
で

さ
ら
う
が
、
浪
七
が
龍
神
龍
女
に
命
を
捧
げ
て
舟
を
波
で
引
き
戻
す
。
岩
に
逆
さ
吊
り
に
な
る
最
期
が
壮
絶
だ
。

 

三
幕
目
で
は
、
万
福
長
者
の
娘
・
お
駒
（
芳
澤
壱
ろ
は
）
が
、
照
手
姫
を
捜
し
て
美
濃
国
に
や
っ
て
来
た
判
官
を
見
初
め
、
長
者
館

に
連
れ
て
く
る
。
お
駒
の
母
・
お
槇
（
勘
十
郎
）
は
、
も
と
は
照
手
姫
の
乳
母
。
館
で
働
く
下
女
の
一
人
が
照
手
姫
だ
と
知
り
、
お
駒

の
恋
心
を
理
解
し
な
が
ら
も
、「
諦
め
て
下
さ
れ
い
の
う
」
と
頼
む
。
悪
人
や
忠
臣
を
演
じ
て
き
た
勘
十
郎
が
、
こ
の
場
で
見
せ
た

母
親
の
苦
悩
が
胸
に
迫
る
。
役
柄
の
表
現
に
は
、
な
り
か
た
ち
で
な
く
、
む
し
ろ
性
根
こ
そ
が
物
を
言
う
と
い
う
事
実
を
改
め
て
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。
お
槇
は
、
お
駒
と
も
み
あ
う
う
ち
、
お
駒
を
斬
っ
て
し
ま
う
。
お
駒
役
の
壱
ろ
は
は
、
初う

ぶ心
だ
か
ら
こ
そ
、
亡
霊

に
な
っ
て
も
恋
を
捨
て
な
い
執
着
心
を
説
得
力
あ
る
表
現
で
見
せ
た
。
説
経
節
で
は
、
地
獄
に
落
ち
た
判
官
が
餓
鬼
の
姿
で
蘇
生
す

る
が
、
こ
の
作
品
で
は
、
お
駒
の
執
念
が
判
官
の
容
貌
を
醜
く
し
、
足
腰
を
立
た
な
く
さ
せ
る
。
怪
談
仕
立
て
の
構
造
で
あ
る
。
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公
演
評
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
の
見
え
る
口
演 

～
「
神
田
伯
山
独
演
会
」
か
ら
見
え
た
誇
り
と
覚
悟

大
詰
で
は
、
勘
十
郎
作
曲
に
よ
る
長
唄
を
用
い
、
照
手
姫
が
、
判
官
が
乗
っ
た
車
を
綱
で
引
い
て
熊
野
に
向
か
う
道
行
を
し
っ
か

り
見
せ
た
。
判
官
が
湯
治
場
で
沐
浴
し
、
遊
行
上
人
（
吉
蔵
）
ら
僧
た
ち
が
力
強
い
踊
り
で
祈
り
を
表
現
す
る
と
、
判
官
は
元
の
美

し
い
姿
に
戻
る
。
続
い
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
宙
乗
り
。
素す

さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊
（
勘
十
郎
）
に
守
ら
れ
た
判
官
と
姫
が
、
白
い
神
馬
に
ま
た
が
っ

て
常
陸
国
を
目
指
す
。
83
年
版
『
當
世
流
小
栗
判
官
』
の
際
に
、
米
映
画
「
Ｅ.

Ｔ.

」
の
自
転
車
の
シ
ー
ン
か
ら
考
案
さ
れ
た
宙
乗
り

だ
が
、
ど
こ
か
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
に
も
似
て
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
。
こ
の
後
、
華
厳
の
滝
を
背
景
に
、
判
官
と
姫
が
、
局
藤
波
（
坂

東
は
つ
花
）
と
奴
三
千
助
（
藤
間
康
詞
）
の
加
勢
を
得
て
、
つ
い
に
仇
の
大
膳
親
子
を
討
ち
取
る
。
白
い
紙
吹
雪
が
大
量
に
降
っ
て

大
団
円
。
説
経
節
の
荒
唐
無
稽
さ
を
失
わ
ず
、
起
伏
に
富
む
場
面
が
「
こ
れ
で
も
か
」
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
続
い
た
２
時
間
半
。
冒

険
心
あ
ふ
れ
る
舞
踊
劇
だ
っ
た
。

※
本
稿
は
、
２
０
２
５
年
６
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）
京
都
芸
術
劇
場 

春
秋
座
に
て
上
演
さ
れ
た
『
京
都
芸
術
劇
場 

春
秋
座 

藤
間
勘
十
郎
芸
術
監
督
プ
ロ
グ
ラ
ム 

春
秋
座
花
形
舞
踊
公
演
』
に
つ
い
て
、
２
０
２
５
年
６
月
に
執
筆
、
舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー

W
eb

サ
イ
ト
に
て
公
開
さ
れ
た
原
稿
を
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

公
演
評

吉
永 

美
和
子

カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
の
見
え
る
口
演 

　
　
～
「
神
田
伯
山
独
演
会
」
か
ら
見
え
た
誇
り
と
覚
悟

「
講
談
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
怒
り
も
憎
し
み
も
糧
に
な
る
こ
と
」

 

今
回
の
京
都
芸
術
大
学
で
の
独
演
会
の
枕
で
、
伯
山
が
語
っ
た
言
葉
だ
。
こ
の
日
は
、
伯
山
が
選
考
委
員
を
務
め
た
「
２
０
２
５ 

新
語
・
流
行
語
大
賞
」
で
、
高
市
早
苗
総
理
大
臣
の
「
働
い
て
働
い
て
働
い
て
働
い
て
働
い
て
ま
い
り
ま
す
」
が
大
賞
に
選
ば
れ
た
。

こ
れ
に
異
を
唱
え
る
人
々
が
、
伯
山
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
一
斉
に
批
判
コ
メ
ン
ト
を
送
っ
た
と
い
う
の
だ
。
し
か
し
伯
山
は
『
中
村
仲
蔵
』

『
淀
五
郎
』
と
い
う
、
嫌
が
ら
せ
で
受
け
た
怒
り
や
悲
し
み
を
、
逆
に
バ
ネ
に
変
え
て
飛
躍
し
た
役
者
た
ち
の
話
で
、
満
席
の
会
場
の

老
若
男
女
を
魅
了
。
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
チ
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
抱
い
た
で
あ
ろ
う
理
不
尽
な
気
持
ち
を
、
即
座
に
芸
の
肥
や
し
に
し

て
み
せ
た
わ
け
だ
。
芸
事
の
世
界
の
人
間
な
ら
で
は
の
、
最
高
の
意
趣
返
し
だ
ろ
う
。

 

極
道
の
息
子
・
喜
久
雄
が
、
歌
舞
伎
の
世
界
で
生
き
て
い
く
一
代
記
を
描
い
た
大
ヒ
ッ
ト
映
画
『
国
宝
』
に
ち
な
み
、
こ
の
２
本
を

選
ん
だ
と
い
う
伯
山
。『
中
村
仲
蔵
』
は
江
戸
時
代
中
期
、
門
閥
外
か
ら
大
名
跡
に
出
世
し
た
と
い
う
、
喜
久
雄
と
重
な
る
伝
説
の
役

者
・
中
村
仲
蔵
の
物
語
だ
。
こ
こ
で
語
ら
れ
る
の
は
、
仲
蔵
が
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
斧
定
九
郎
役
を
演
じ
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。

主
役
級
の
役
を
演
じ
ら
れ
る
「
名
題
」
と
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
見
せ
場
の
な
い
五
段
目
の
、
し
か
も
盗
人
の
役
し
か
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公
演
評
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
の
見
え
る
口
演 

～
「
神
田
伯
山
独
演
会
」
か
ら
見
え
た
誇
り
と
覚
悟

あ
て
が
わ
れ
な
か
っ
た
仲
蔵
。
少
な
い
出
番
を
最
高
の
も
の
に
す
る
た
め
、
単
な
る
盗
人
を
落
ち
ぶ
れ
た
武
士
に
変
え
、
殺
さ
れ
る

時
に
血
糊
を
使
う
な
ど
の
斬
新
な
工
夫
を
こ
ら
す
。
初
日
は
客
席
が
静
ま
り
返
り
、
仲
蔵
は
そ
れ
を
不
評
と
と
ら
え
た
が
、
た
ま
た

ま
１
人
の
老
人
が
自
分
の
芝
居
を
絶
賛
す
る
声
を
聞
く
。
そ
し
て
つ
い
に
５
日
目
に
、
あ
の
老
人
の
大
向
う
を
き
っ
か
け
に
、
仲
蔵

の
演
技
を
褒
め
称
え
る
喝
采
が
巻
き
起
こ
っ
た
…
…
。

 

現
在
の
歌
舞
伎
に
も
受
け
継
が
れ
る
、
仲
蔵
が
生
み
出
し
た
斧
定
九
郎
の
形
。
そ
の
誕
生
秘
話
に
迫
っ
た
話
を
、
伯
山
は
張
り
扇

を
パ
パ
ン
！ 

と
張
り
な
が
ら
語
っ
て
い
く
。
仲
蔵
や
老
人
を
始
め
と
す
る
人
物
＋
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
一
人
で
す
べ
て
こ
な
し
て
い

く
わ
け
だ
が
、
聴
い
て
い
て
驚
く
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
状
況
が
語
り
だ
け
で
伝
わ
る
の
み
な
ら
ず
、
カ
メ

ラ
ワ
ー
ク
ま
で
見
え
て
く
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
だ
。
芝
居
の
解
説
を
す
る
際
は
舞
台
全
体
を
俯
瞰
す
る
よ
う
な
風
景
が
浮
か

び
、
仲
蔵
の
心
境
が
語
ら
れ
る
箇
所
で
は
深
刻
な
表
情
を
ア
ッ
プ
で
と
ら
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
仲
蔵
の
演
技
に
客
席
が
静

ま
り
返
っ
た
り
盛
り
上
が
っ
た
り
す
る
場
面
で
は
、
客
席
を
パ
ン
（
水
平
に
振
る
）
し
て
観
客
の
表
情
を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
思
え

て
く
る
。

 

そ
れ
は
伯
山
が
、
声
の
質
や
テ
ン
ポ
を
と
に
か
く
明
快
に
、
か
つ
繊
細
に
使
い
分
け
て
い
る
故
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
仲
蔵
の
声
は

や
や
籠
も
る
よ
う
な
質
感
で
、
聴
く
側
も
少
し
前
の
め
り
に
耳
を
そ
ば
だ
て
る
感
じ
に
な
る
。
逆
に
客
席
の
盛
り
上
が
り
を
生
き
生

き
と
描
写
す
る
所
で
は
、
音
を
ポ
ン
ポ
ン
と
遠
く
に
飛
ば
す
よ
う
な
口
調
で
、
視
線
な
ら
ぬ
聴
線
（
そ
ん
な
言
葉
は
な
い
け
れ
ど
）

を
あ
ち
こ
ち
に
向
け
さ
せ
て
い
く
。
講
談
が
エ
ン
タ
メ
と
同
時
に
、
ニ
ュ
ー
ス
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
、

そ
の
名
残
と
な
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
ろ
う
か
。
伯
山
が
講
談
フ
ァ
ン
以
外
か
ら
も
支
持
さ
れ
た
の
は
、
普
段
講
談
を
聴
き
慣
れ
て
い
な

い
人
で
も
頭
の
中
に
風
景
を
描
き
や
す
く
、
想
像
す
る
こ
と
の
楽
し
み
を
最
大
限
ま
で
引
き
出
さ
れ
る
た
め
で
は
な
い
か
…
…
と
思

い
至
っ
た
。

 

も
う
一
つ
の
『
淀
五
郎
』
は
、『
中
村
仲
蔵
』
か
ら
約
20
年
後
の
話
。
駆
け
出
し
の
役
者
・
澤
村
淀
五
郎
は
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』

の
塩
冶
判
官
役
に
抜
擢
さ
れ
る
が
、
大
星
由
良
之
助
役
の
市
川
團
蔵
は
淀
五
郎
の
演
技
に
納
得
い
か
ず
、
切
腹
の
場
面
で
側
に
寄
ろ

う
と
し
な
い
。
淀
五
郎
は
、
舞
台
上
で
團
蔵
を
巻
き
添
え
に
し
て
自
刃
し
よ
う
と
ま
で
思
い
詰
め
る
が
、
一
人
の
役
者
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
團
蔵
が
求
め
る
も
の
に
気
づ
き
、
翌
日
の
舞
台
を
大
成
功
さ
せ
る
。
こ
こ
で
淀
五
郎
に
助
言
を
与
え
る
の
が
、
こ
の
頃
に
は
人

気
役
者
と
な
っ
て
い
た
仲
蔵
な
の
だ
。

 

『
中
村
仲
蔵
』
の
時
と
は
違
い
、
芸
を
極
め
た
名
人
な
ら
で
は
の
達
観
し
た
よ
う
な
口
ぶ
り
に
変
わ
っ
た
仲
蔵
。
淀
五
郎
に
、
青
い

染
料
を
仕
込
ん
で
顔
色
を
変
え
る
工
夫
を
伝
授
し
つ
つ
も
、
守
る
べ
き
「
形
」
は
守
る
よ
う
諭
す
。
功
名
を
上
げ
よ
う
と
、
必
死
で

誰
も
観
た
こ
と
が
な
い
舞
台
を
作
り
上
げ
て
き
た
仲
蔵
は
、
一
周
回
っ
て
「
形
」
を
未
来
に
つ
な
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
に
、
ど
こ
か
の

時
点
で
気
づ
い
た
の
だ
ろ
う
。
仲
蔵
の
20
年
間
の
空
白
に
も
思
い
を
馳
せ
る
心
地
と
な
る
、
味
わ
い
深
い
口
演
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ

こ
に
は
、
廃
れ
か
け
て
い
た
講
談
の
世
界
に
新
風
を
吹
き
込
み
、
今
ま
さ
に
次
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
す
役
割
を
担
っ
て
い
る
、
伯
山

自
身
の
誇
り
と
覚
悟
も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

枕
で
は「
20
時
ま
で
に
舞
台
を
終
わ
ら
せ
る
」と
宣
言
し
て
い
た
伯
山
だ
が
、終
わ
っ
て
み
る
と
10
分
以
上
時
間
を
過
ぎ
て
い
た
。「
聴

い
て
い
る
お
客
様
が
上
手
い
と
、
話
が
伸
び
る
」
と
も
語
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
日
の
私
た
ち
は
「
上
手
い
お
客
様
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
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う
。
講
談
師
が
一
方
的
に
語
っ
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
私
た
ち
も
無
言
の
う
ち
に
、
講
談
師
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
れ
ほ
ど
わ
か
り
や
す
く
実
感
で
き
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
来
年
も
ま
た
こ
こ
で
、
舞
台
上
と
客
席
で
良

い
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

※
本
稿
は
、
２
０
２
５
年
12
月
２
日
（
火
）
18
時
よ
り
京
都
芸
術
劇
場 

春
秋
座
に
て
上
演
さ
れ
た
『
神
田
伯
山
独
演
会
』
に
つ
い

て
、
２
０
２
５
年
末
に
執
筆
さ
れ
、
２
０
２
６
年
１
月
に
舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ーW

eb

サ
イ
ト
に
て
公
開
さ
れ
た
原
稿
を
転
載
し

た
も
の
で
あ
る
。

京
都
芸
術
大
学

舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー

　活
動
記
録

京
都
芸
術
大
学 

舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
こ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
に

も
、
大
学
と
社
会
を
多
面
的
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
に
学
内
の
二
つ
の
劇
場
、
春
秋
座
と

studio21

を
擁
す
る
京
都
芸
術
劇
場
に
お
い
て
多
彩
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の

詳
細
は
京
都
芸
術
劇
場
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://k-pac.org/

）
を
ご
参
照
い
た
だ

き
た
い
。

※
特
に
記
載
し
て
い
な
い
公
演
は
舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
主
催
公
演

 

公
演
事
業

─
二
〇
二
五
年
度
─

立
川
志
の
輔
独
演
会

四
月
一
一
日
（
金
）
一
六
時
、
一
二
日
（
土
）
一
五
時
、
一
三
日
（
日
）
一
三
時
／
上
演
時

間
＝
一
五
〇
分
（
休
憩
一
五
分
含
む
）
／
会
場
＝
春
秋
座
／
出
演
＝
立
川
志
の
輔
、
立
川

志
の
彦
、
立
川
志
の
麿
／
志
の
彦
、
一
一
日
（
金
）『
紀
州
』、
一
三
日
（
日
）『
お
血
脈
』、

志
の
麿
、
一
二
日
（
土
）『
厩
火
事
』、
一
三
日
（
日
）『
看
板
の
ピ
ン
』、
志
の
輔
、
一
一
日

（
金
）
～
一
三
日
（
日
）『
三
方
一
両
損
』『
百
年
目
』
／
舞
台
監
督
＝
鈴
木
政
憲
／
照
明
＝

阿
部
康
子
／
音
響
＝
原
田
耕
児
／
制
作
＝
西
須
久
子
（
シ
ノ
オ
フ
ィ
ス
）
／
宣
伝
美
術
＝

北
原
和
規
（
株
式
会
社
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
）
／
制
作
＝
井
出
亮
、
木
下
瑞
、
制
作
助
手
＝
出
尾
美

貴
、伊
村
千
奈
美
、劇
場
管
理
＝
神
田
直
美
、春
秋
座
劇
場
管
理 

舞
台
＝
大
野
淳
一
郎
、

照
明
＝
小
山
陽
美
、
音
響
＝
神
家
洋
志
郎
、
舞
台
裏
管
理
＝
結
城
敏
恵
、
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン

タ
―
＝
関
野
遊
子
、
玉
岡
結
里
子
（
以
上
、
舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）
／
後
援
＝
京
都

新
聞

京
都
芸
術
劇
場 

春
秋
座 

藤
間
勘
十
郎
芸
術
監
督
プ
ロ
グ
ラ
ム

春
秋
座
花
形
舞
踊
公
演

六
月
二
一
日
（
土
）
一
一
時
、
一
六
時
、
二
二
日
（
日
）
一
一
時
／
上
演
時
間
＝
二
四
〇
分

（
休
憩
二
〇
分
含
む
）
／
会
場
＝
春
秋
座
／
演
目
＝
當
世
流
小
栗
判
官
よ
り
　
新
作
舞
踊

劇
『
小
栗
判
官
車
街
道
』
長
唄
連
中
、「
華
舞
競
歌
舞
伎
彩
」
舞
踊
『
新
鷺
娘
』
長
唄
囃
子

連
中
、
舞
踊
『
鬼
揃
紅
葉
狩
』
長
唄
連
中
・
筝
曲
連
中
／
出
演
＝
藤
間
勘
十
郎
、
市
川
團

子
、芳
澤
壱
ろ
は
、若
柳
吉
蔵
、藤
間
勘
松
音
、若
柳
延
佑
、若
柳
竜
公
、坂
東
は
つ
花
、

藤
間
勘
知
恵
、
花
柳
双
子
、
花
柳
寛
七
郎
、
花
柳
仁
四
郎
、
藤
間
勘
光
、
中
村
梅
壽
、
花

柳
禮
志
月
、
藤
間
勘
綾
恵
、
藤
間
勘
華
乃
、
藤
間
康
詞
、
藤
間
智
基
、
市
川
段
之
、
市
川

猿
四
郎
、
市
川
猿
紫
、
市
川
喜
猿
、
市
川
段
一
郎
、
市
川
三
四
助
、
市
川
翔
乃
亮
、
市
川

喜
介
／
長
唄
＝
日
吉
小
八
郎
、
杵
屋
勝
英
治
、
杵
屋
五
太
郎
／
三
味
線
＝
今
藤
佐
敏
郎
、

今
藤
龍
十
郎
、
杵
屋
小
三
郎
、
杵
屋
勝
司
郎
、
東
音
坂
田
舞
子
／
鳴
物
＝
望
月
太
津
之
、

梅
屋
右
近
、
中
村
寿
鶴
、
中
村
寿
慶
、
藤
舎
伝
生
／
筝
＝
菊
武
粧
子
、
中
嶋
ひ
か
る
／
狂

言
方
＝
笠
井
直
明
／
附
打
＝
岡
本
章
吾
／
美
術
＝
前
田
剛
／
照
明
＝
篠
部
拓
、
株
式
会
社

ピ
ー
エ
ー
シ
ー
ウ
エ
ス
ト
／
大
道
具
＝
た
つ
た
舞
台
株
式
会
社
／
小
道
具
＝
和
助
／
特
殊

効
果
＝
ア
ト
リ
エ
・
カ
オ
ス
／
ス
タ
ン
ト
＝
株
式
会
社B.O.S-Entertainm

ent

／
衣
裳

＝
松
竹
衣
裳
株
式
会
社
／
床
山
＝
八
木
源
か
づ
ら
／
ヘ
ア
メ
イ
ク
＝
國
武
剛
、
栗
原
佐
代

子
／
制
作
＝
井
出
亮
、
木
下
瑞
、
制
作
助
手
＝
出
尾
美
貴
、
劇
場
管
理
＝
神
田
直
美
、
技

術
監
督
＝
大
田
和
司
、
春
秋
座
劇
場
管
理 

舞
台
＝
大
野
淳
一
郎
、
照
明
＝
小
山
陽
美
、
音

響
＝
神
家
洋
志
郎
、
舞
台
裏
管
理
＝
結
城
敏
恵
、
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
―
＝
関
野
遊
子
、
玉

岡
結
里
子
（
以
上
、
舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）
／
宣
伝
美
術
＝
出
尾
美
貴
／
プ
ロ
グ
ラ

ム
デ
ザ
イ
ン
＝
吉
羽
一
之（
シ
ン
プ
ル
ホ
ー
プ
）／
企
画
制
作
＝
舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー

／
協
力
＝
松
竹
株
式
会
社
、株
式
会
社
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
、株
式
会
社
キ
ノ
シ
・
オ
フ
ィ

ス
、
株
式
会
社
若
柳
流
、
株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
タ
カ
ヤ

瓜
生
山
サ
マ
ー
パ
ー
ク

八
月
二
日
（
土
）
～
五
日
（
火
）
一
一
時
～
一
六
時
／
会
場
＝
春
秋
座
と
そ
の
周
辺
／
制
作

＝
井
出
亮
、
芝
田
江
梨
、
斎
藤
翔
世
、
制
作
助
手
＝
井
川
萌
、
出
尾
美
貴
、
伊
村
千
奈
美
、

劇
場
管
理
＝
神
田
直
美
、
技
術
監
督
＝
大
田
和
司
、
春
秋
座
劇
場
管
理 

舞
台
＝
大
野
淳


